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1.　はじめに

　新型コロナウィルス感染が世界的な問題となって以来、頭書全国大会(10月2日～5日)の開催可否検討を行って来ました。しかし今般、「今年度の愛知での開催を中止とする」こととなりました。
2.　延期の理由
（１） 2020年10月に発信・交流を意図した通常通り、あるいは規模を縮小しても開催は困難である。
【理 由】
1 新型コロナウィルス感染拡大の今後の収束が予測できない。
・第2波、第3波が来ると言われているが時期は不明。
・現在も自粛が完全に解除されているわけではない。
2 講演者、見学先からの協力が危ぶまれる。
・現状でのイベント開催、参加は控えたいと想定される。
3 参加者が大幅に減少する可能性もある。
・参加する側にとっても現状では、躊躇あるいは控えたいと想定される。
・交流の場（懇親会）がないのでは参加する意味がないと想定される。
（２） WEB配信を活用した開催も困難と判断される。
【理 由】
1 改めて大会を企画するには時間が足りない。
・大会の内容（テーマ）、実施方法を零から再度検討する必要がある。
・大会企画・運営を外部に委託することも考えられるが、準備に時間を要する。
2 ＩＴ技術（ビデオ会議等）を活用しての成果を得ることが今回はできない。
・ＩＴ技術の有効な活用方法は検討段階である。
・ＩＴ技術を活用した大会運営のスキルを習得するのに時間が足りない。
・運営を外部に委託することも考えられるが、準備に時間を要する。
（１）、（２）より、2020年全国大会としては中止せざるを得ないとの判断に至りました。
3.　 技術士全国大会（愛知）の実施時期
　今後の全国大会は
・2021年度：統括本部による創立70周年記念大会を検討中
・2022年度：近畿本部により奈良市での開催を検討中
であり、2023年度に愛知での開催予定となる。
4. 　最後に
昨年10月四国・徳島で『名古屋へ来て本当に良かった』と思われる開催をコミットし準備してきました。しかし人間の命より大事なものはなく、全国大会を楽しみにされていらっしゃる会員の皆様のご期待に応えることができず大変心苦しいのですが、このような社会情勢においての開催はリスクが大き過ぎるため苦渋の決断となりました。 ぜひご理解を賜りたいと存じます。
　3年後の2023年に愛知で開催する際には、皆様にお会いできることを楽しみにしております。
以上
